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て, マオ リ族 を 扱ったもの3)の外に, 二 つ










































































































































































































本書の構成は11章 と付録から成 る｡ 3章か
ら10章までの主体となる部分は,1939年から
































































































































/ (孟×i)x孟 沖仲臥 (運搬)船代
＼ (F.×i)xg.網所有者(≒juruselam)を除いた全員の間で均分
/ (goxi)xi網代













































































































って, 調査のし残 しが目につ く｡ (例えば夫
妻問における財産の分布)｡ これも不明 の所
ははっきり不明と書いてあるから余計気にな
ったのかもしれない｡
decision一makingにおける要因を究明する
時に, ｢社会的｣要因に, しばしば心理学的
な要因が暗に含まれていることがある (前述,
漁法の選択条件参照)｡ 心理学的要因を ｢体
系的｣に分析の中に取 り入れるか,取 り除く
必要があると思う｡全体として,この書物は
基礎的な知識として蓄えられるべきで,これ
からが社会学的20),人類学的,経済学的な分
析の始まる点ではないかと思 う｡
(前田成文 ･東南ア研)
20)山間栄一 『漁村社会学の研究』1966｡河岡武春
｢マラヤ漁村にかんする覚書｣『アジア経済』
10巻5号 (1969年5月)pp.69-82参照｡
